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　昨年に引き続き、コロナ禍で過ごす一年になりました。ここ　昨年に引き続き、コロナ禍で過ごす一年になりました。ここ
数年、市からのお知らせに、SDGｓ、自然災害、支え合い、など数年、市からのお知らせに、SDGｓ、自然災害、支え合い、など
の話題が増えました。またこれまで見慣れない、おうち時間、の話題が増えました。またこれまで見慣れない、おうち時間、
新型コロナワクチン、などの言葉がみられるようになりまし新型コロナワクチン、などの言葉がみられるようになりまし
た。た。
　広報まちだに掲載した記事を振り返ると、コロナ禍でも懸　広報まちだに掲載した記事を振り返ると、コロナ禍でも懸
命に自分の暮らしを守り、周囲と支え合う市民の皆さんの姿命に自分の暮らしを守り、周囲と支え合う市民の皆さんの姿
がありました。がありました。
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町田市は作付面積・産出額ともに都内トップクラスを誇る農業の盛んなまちです。

今回は、新鮮でおいしい町田産野菜をさらに広め、
大切な農地を守っていくために取り組まれている方々にお話を伺いました。

「まちだV
ベ ジ ハ ブ

EGEHUBフェスタ」ってなんだろう？
詳細は2面でご紹介します！

土地利用調整課 ☎724・4254、農業振興課 ☎724・2166問

株式会社マチコロ代表
中坪さん

細野さん農家
河合さん農家

　農業体験受け入れの経験から、皆さんに気
軽に農と触れ合っていただくために、現在開
催中のまちだV

ベ ジ ハ ブ
EGEHUBフェスタで簡単な

作付けや収穫作業を体験する「少しだけ農業
体験プログラム」を実施しています。

　町田発の地産地消産直サービスを展開
しています。ネットショップを活用して
農業者の方々の出荷の負担を減らし、皆
さんに新鮮な町田産野菜を楽しんでいた
だくサービスを実施しています。

野菜を
つくる人

野菜を
届ける人 中坪さん

株式会社マチコロ代表

河合さん、細野さん
農家

皆さんについてご紹介

細野さん　町田産野菜といえば鮮度！冷凍等の
加工をしなくても、採れたてで安心な野菜がす
ぐに食べられることが魅力です。

河合さん　町田産野菜の魅力は産地と消費者の
距離が近いところです。私たちは新鮮でおいし
い、いろいろな野菜を販売しています。

�中坪さん　四季折々の旬な野菜をどこよりも新
鮮な状態で楽しめるのも地産地消ならでは。町
田市内のおいしいお野菜を新鮮な状態でお届け
します！

食べてみて町田産野菜
をおいしい

人口と世帯（外国人含む） 2021年11月1日現在人口 ： 430,618人（ 男：210,555人・女：220,063人）（前月より11人増） ／ 世帯 ： 202,889世帯（前月より152世帯増）

今号の紙面から 　●3面　新型コロナワクチン追加接種（3回目）が始まります　●5面　パブリックコメント予告（5件）
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　新型コロナウイルス感染症に加え、インフル
エンザが流行する季節を迎え、町田市医師会で
理事を務める渡邉智子先生に、感染症予防のた
めの基礎知識や関連用語を分かりやすく解説し
ていただきました。

感染症予防のための基礎知識
　市内在住の黒津さんは、子ども向けの出前環
境授業「ハチドリ教室」で、ごみ減量の呼び掛け
を行っています。誰でもできる、ちょっとした工
夫で、ごみを減らすコツを教えていただきまし
た。

ごみ減量で地球を冷やそう
６月15日号 11月１日号

　日常生活を送るうえでちょっとした支援が必
要な方に、買い物・掃除・ごみ出しなどのお手伝
いをする生活支援団体が、市内各地で活動して
います。その輪を広げるために組織された生活
支援団体ネットワークを紹介しました。

「お互いさま」の支え合い
　この夏は、新型コロナウイルス感染症の影響
で、子どもたちの生活の中のさまざまな楽しみ
が制限されていました。そうした中で、市内の青
少年施設では、密を避け、自然の中でテント張り
や虫かご作りなど、元気にのびのびと過ごせる
事業を実施しました。

この夏は五感で遊ぼう
８月15日号 ７月15日号


